
第１回福島区教育会議 議事録 

 

・令和 4年 11 月 10 日（木） 19 時 00 分～20時 10 分 

・福島区役所６階会議室にて 

・出席者 

   小西委員、金尾委員、大瀬委員、川﨑委員、八田委員、大谷委員、御代谷委員、竹本委員 

   （区役所）深津福島区担当教育次長、小路教育担当部長、麦田教育担当課長、 

西本教育政策課福島区担当教育課長代理、澤田教育政策課福島区担当課長代理、 

小田教育政策課担当係長、長谷川教育政策課担当係員 

 

１ 区長挨拶 

  区長より「本日は、次年度の教育関係の事業についてご説明させていただくので、 

忌憚のないご意見を積極的に賜りたい」旨挨拶した。 

２ 委員及び事務局紹介                                   【資料１】 

  事務局より名簿に沿って紹介した。 

３ 福島区教育会議について                                       【資料２】 

  事務局より、分権型教育行政における本会議の位置づけ及び開催要綱について説明 

した。 

４ 区役所における教育関連事業の取組について 

(1) 福島区児童の状況 

区内児童の数は増加傾向にあること、学力の状況は市平均、全国平均と比較しても良好であるこ

と、体力の状況はばらつきがあるが、低い傾向がみられることについて、事務局から説明した。 

(2) 福島区における教育関係事業・今年度の状況と令和５年度実施案         【資料３】 

次年度の教育関係事業について、現時点での状況を説明した。 

(3)体験授業について（小学校）                               【資料４】 

   吉本興業株式会社による漫才ワークショップの取組紹介と、ソフトバンク株式会社によ

る Pepper を活用した体験授業について説明した。                   

５ その他                                   【資料５】 

   今年度の中学生被災地訪問事業について、参加生徒の現地食事代の負担を各校 PTA 及び地 

域にご負担いただいたことへのお礼と、現地での取組報告及び今後の予定を説明した。 

【質疑応答など】 

・学校活動支援ボランティアの活用について意見交換を行った。 

・教育会議での意見を学校に共有することについて意見交換を行った。 

・学校の教員と保護者の繋がり及び連携について意見交換を行った。 

・TERACO の事業者選定方法について質問があり、これに関して事務局より説明した。 

・新型コロナウイルス感染症に伴う関係機関からの通知について意見交換を行った。 

 


